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県民の不安一掃へ 地
震
等
の
災
害
対
策
急
げ

　
東
総
地
域
の
課
題
解
決
へ
果
敢
に
取
り
組
む
旭
市
選
出
の
高
橋

秀
典
議
員
は
、
2
月
県
議
会
予
算
委
員
会
で
質
問
に
立
ち
、
能
登

半
島
地
震
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
半
島
で
の
大
災
害
へ
の
対
策
を

始
め
、
新
た
な
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
、
県
民
の
不
安
一
掃
へ
の

考
え
方
に
つ
い
て
当
局
を
追
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
貫
し
て
議

題
に
挙
げ
て
い
る「
海
業
」や
、
東
総
地
域
の
道
路
問
題
、
介
護

人
材
確
保
、
農
業
女
性
へ
の
支
援
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
高
橋
議
員　
今
回
の
能
登
半

島
地
震
に
よって
、
半
島
に
お
け

る
道
路
等
の
イ
ンフ
ラ
が
破
壊
さ

れ
た
時
、
緊
急
対
応
や
復
旧
移

行への
困
難
さ
が
明
ら
か
に
なった

と
思
う
。
類
似
し
た
特
性
を
持

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
県
で

は
、
新
興
感
染
症
が
発
生
し
た

際
に
、
安
定
し
て
感
染
症
医
療

が
行
え
る
よ
う
協
定
を
締
結
す

る
医
療
機
関
に
個
人
防
護
具
を

2
か
月
分
以
上
備
蓄
す
る
こ
と

を
推
奨
し
て
お
り
、
こ
れ
を
促

進
す
る
た
め
、
個
人
防
護
具
の

つ
千
葉
県
の
地
震
対
策
に
とって

人
ご
と
で
は
な
い
。

　
千
葉
県
で
は
令
和
8
年
度
ま

で
の
地
震
防
災
戦
略
更
新
に
あ

た
り
、
今
年
度
よ
り
地
震
被
害

想
定
調
査
を
行
う
と
い
う
。
千

葉
県
の
被
害
想
定
は
、
県
北
西

部
を
震
源
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

以
外
に
も
震
源
と
な
り
得
る
場

所
は
複
数
あ
り
、
特
に
半
島
な

ら
で
は
の
被
害
を
ど
う
見
込
む
か

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

調
査
の
ス
ケ
ジュ
ー
ル

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
地
震
被
害

想
定
調
査
は
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
令
和

6
年
度
か
ら
被
害
想
定
の
基
礎

と
な
る
地
形
等
の
自
然
条
件
や

人
口
分
布
等
の
社
会
条
件
の
調

査
な
ど
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に

地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
量
を

算
定
し
、
令
和
8
年
度
に
公
表

す
る
予
定
で
す
。

調
査
の
被
害
想
定

　
高
橋
議
員
　
地
震
被
害
想
定

調
査
で
は
、
ど
の
よ
う
に
被
害

を
想
定
し
て
い
く
の
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
今
回

の
調
査
で
は
、
前
回
の
県
北
西
部

直
下
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害

想
定
に
加
え
、
複
数
の
震
源
を

想
定
す
る
と
と
も
に
、
能
登
半

島
地
震
を
始
め
と
し
た
大
規
模

道
路
啓
開
の
方
針

　
高
橋
議
員　
地
震
な
ど
災
害

発
生
直
後
か
ら
の
緊
急
対
応
段

階
で
は
、
ま
ず
緊
急
車
両
等
の

通
行
を
確
保
す
る「
道
路
啓
開
」

を
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

県
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
災

害
時
の
道
路
啓
開
を
行
う
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
県
で
は
、

災
害
時
の
救
援
・
救
護
活
動
や

緊
急
物
資
の
輸
送
に
対
処
す
る

た
め
、
防
災
拠
点
な
ど
を
連
絡

す
る
道
路
を
緊
急
輸
送
道
路
に

指
定
し
てい
ま
す
。

　
発
災
後
、
迅
速
に
救
援
・
救

護
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
ま

ず
は
高
速
道
路
等
と
防
災
拠
点

を
結
ぶ
緊
急
輸
送
道
路
を
啓
開

し
、
続
いて
防
災
拠
点
か
ら
被
災

地
に
最
短
で
向
か
う
緊
急
輸
送

道
路
、
そ
の
後
に
被
災
地
内
の

道
路
、
とい
う
順
序
で
啓
開
す
る

方
針
と
し
てい
ま
す
。

重
機
や
操
作
員
の
確
保

　
高
橋
議
員
　
道
路
啓
開
に
必

要
な
重
機
や
操
作
員
を
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
の
か
。

県
土
整
備
部
長　
県
と
の
災

害
協
定
に
基
づ
き
、
千
葉
県
建

設
業
協
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

建
設
会
社
が
有
す
る
重
機
や
操

作
員
な
ど
を
活
用
し
て
、
道
路

啓
開
を
進
め
ま
す
。

机
上
も
含
め
た
訓

練
を
徹
底
し
、
民
間
と

も
し
っ
か
り
と
連
携
を
強
化
し

て
実
際
に
即
し
た
対
応
力
を
高

め
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

被
害
認
定
調
査
への
支
援

　
高
橋
議
員　
我
が
県
の
災
害

発
生
時
に
は
、
土
地
家
屋
調
査

士
会
と
各
市
町
村
と
の
災
害
協

定
な
ど
に
よ
り
、
認
定
調
査
が

速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
備

え
てい
る
と
聞
く
が
、
県
の
支
援

体
制
は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
市
町

村
に
お
いて
速
や
か
な
住
家
被
害

認
定
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

発
災
時
に
は
、
県
内
市
町
村
と

連
携
し
応
援
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
と
し
てい
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レッ
ト
を
活
用
し

た
調
査
シス
テ
ムの
導
入
な
ど
につ

い
て
財
政
支
援
の
対
象
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

民
間
団
体
と
の
連
携

　
高
橋
議
員　
災
害
が
広
域
の

場
合
、
認
定
調
査
に
当
た
るマン

パワ
ー
と
し
て
、
民
間
諸
団
体
の

協
力
も
必
要
だ
が
、
土
地
家
屋

調
査
士
会
な
ど
諸
団
体
と
県
の

連
携
は
ど
う
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
住
家

被
害
認
定
調
査
の
円
滑
な
実
施

の
た
め
、
建
築
士
会
と
連
携
し
、

県
や
市
町
村
職
員
を
対
象
と
し

た
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

に
加
え
、
土
地
家
屋
調
査
士
会

と
の
協
定
締
結
に
向
け
た
調
整

も
進
め
て
お
り
ま
す
。

県
と
土
地
家
屋
調
査

士
会
が
協
定
を
結
び
、

地
元
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
に
県

と
し
て
応
援
体
制
を
と
る
こ
と
。

　
罹
災
証
明
書
の
迅
速
な
発
行

を
可
能
に
す
る「
被
災
者
生
活

再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
」な
ど
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

　
多
様
な
避
難
形
態
に
対
応
で

き
る
よ
う
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等

か
ら
所
在
地
確
認
と
被
災
者
台

帳
へ
の
リ
ン
ク
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
総
合
的
な

防
災
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

保
管
施
設
の
整
備
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て
、
令
和
6
年
度
当

初
予
算
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

保
管
施
設
の
整
備
助
成

　
高
橋
議
員
　
保
管
施
設
整
備

の
助
成
対
象
と
な
る
医
療
機
関

は
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
本
事

業
の
助
成
対
象
は
、
協
定
を
締

結
す
る
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、

訪
問
看
護
事
業
所
で
、
個
人
防

護
具
の
備
蓄
目
標
を
踏
ま
え
、

80
施
設
分
計
上
し
て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
の
初
期
段

階
で
は
、
医
療
機
関
等

だ
け
で
は
な
く
、高
齢
者
福
祉
施

設
な
ど
で
も
、個
人
防
護
具
の
不

足
が
生
じ
た
。福
祉
施
設
等
に
お

け
る
備
蓄
の
推
進
に
つ
い
て
も
、

県
と
し
て
後
押
し
し
て
欲
し
い
。

介
護
人
材
の
裾
野
を
広
げ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
介
護
と
関
わ
り

の
な
か
っ
た
方
に
対
し
、
県
で

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
県
で
は
、

定
年
退
職
者
や
子
育
て
が
一
段

　
不
足
す
る

介
護
人
材

　
高
橋
議
員

　
千
葉
県
の

介
護
人
材
は

2
0
4
0
年

に
3
万
1
千

人
不
足
す
る

と
国
は
推
計

し
て
い
る
が
、

新
た
な
感
染
症
対
策
も

地
震
被
害
想
定
調
査

災
害
時
の
道
路
啓
開

住
家
被
害
認
定
調
査

地
震
や
最
新
の
科
学
的
知
見
も

踏
ま
え
て
進
め
ま
す
。

北
西
部
以
外
の
北

東
部
や
南
部
、
東
方
沖

な
ど
地
域
特
性
も
考
慮
し
、
県

民
の
生
活
、
命
を
守
る
防
災
戦

略
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

医
療
現
場
で
の
防
護
具
備
蓄

　
高
橋
議
員　
今
回
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
当
初
、
医
療
現

場
で
は
マス
ク
や
防
護
服
等
の
不

足
が
深
刻
だった
。

医
療
機
関
に
お
け
る
個
人
防

護
具
の
備
蓄
促
進
に
向
け
、
県

は
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

介護人材の
裾野広げて
介護人材の
裾野広げて

落
し
た
方
な
ど
の
介
護
未
経
験

者
に
対
し
、
介
護
の
基
本
的
な

知
識
や
技
術
に
関
す
る
研
修
と

職
場
体
験
や
介
護
事
業
所
へ
の

マッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
う「
介
護

に
関
す
る
入
門
的
研
修
委
託
事

業
」を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

4
年
度
は
16
名
の
就
業
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
こ
の
事
業
を
実

施
し
、
多
様
な
人
材
の
参
入
促

進
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
是
非
、当
事
業
を
拡

大
し
、特
に
子
育
て
が一

段
落
し
た
主
婦
層
を
タ
ー
ゲッ
ト

に
、多
く
の
方
が
介
護
分
野
に

参
入
で
き
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

要望

要望

要望

要望

要望

“ふるさとちば”のための政策推進を
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進む東総の道路政策進む東総の道路政策進む東総の道路政策
知事（左）の答弁を質疑席で
聞く高橋秀典議員(右)

「
海
業
」へ
の
支
援
始
ま
る

「
海
業
」へ
の
支
援
始
ま
る

海
業
へ
の
具
体
的
支
援

　
高
橋
議
員　
令
和
6
年
度

当
初
予
算
案
で
、新
規
事
業
と

し
て「
海
業
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

地
域
に
お
け
る
海
業
の
取
組

に
対
し
具
体
的
に
県
は
ど
う
支

和
3
年
度
か
ら
3
年
間
の
講
座

を
開
設
し
、今
年
度
1
期
生
の

研
修
が
修
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

研
修
会
の
継
続
実
施

　
高
橋
議
員　
こ
の
取
組
を
継

続
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

知
事　

県
内
で
は
、女
性

リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
に
よ
り
、直
売

所
の
収
益
向
上
や
産
地
活
性
化

が
図
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
こ
と

か
ら
、事
業
を
継
続
し
、来
年

度
、2
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
り
、オ
ン
ラ

イ
ン
講
義
の
導
入
や
受
講
期
間

の
短
縮
な
ど
、受
講
者
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
女
性
の
活
躍
事
例

紹
介
な
ど
、農
業
分
野
で
の
女

性
活
躍
へ
の
理
解
促
進
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、具
体
的
な
取

組
事
例
等
が
出
て
く

る
と
思
う
の
で
、県
が
主
導
し

て
そ
の
共
有
、周
知
広
報
を
図

絡
道
路
の
横
芝
光
町
〜
匝
瑳
市

間
の
５
㎞
区
間
に
つい
て
は
、３
月

31
日
日
の
開
通
に
向
け
、工
事
の

最
終
段
階
と
な
る
舗
装
工
事
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
続
く
、匝
瑳
市
〜
旭

市
間
の
13
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、

現
在
、全
線
に
渡
っ
て
、道
路
予

備
設
計
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

民
間
の
事
業
監
理
導
入

　
高
橋
議
員　
銚
子
連
絡
道

路
で
は
民
間
の
手
法
を
取
り
入

れ
事
業
監
理
を
行
う
と
い
う

が
、導
入
状
況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、ど
の
よ
う
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
道
路
整

備
事
業
で
は
、今
年
度
か
ら
国

道
１
２
６
号
八
木
拡
幅
、（
仮

称
）押
切・湊
橋
に
お
い
て
、事
業

監
理
業
務
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
　

更
に
、銚
子
連
絡
道
路
の
匝

瑳
市
〜
旭
市
間
や
、長
生
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
茂
原
市
〜一宮

町
間
な
ど
も
、来
年
度
導
入
に

向
け
て
、発
注
手
続
き
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、事
業
監
理
業
務
の
導

入
に
よ
り
、集
中
的
に
発
生
す

る
関
係
機
関
協
議
な
ど
に
つ
い

て
、民
間
の
技
術
力
を
活
用
し

た
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

い
、早
期
に
事
業
計
画
の
熟
度
を

高
め
る
こ
と
で
、用
地
や
工
事
の

早
期
着
手
を
図
る
な
ど
の
効
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

援
す
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
は
、県

内
4
地
域
ご
と
に
海
業
の
目
指

す
姿
を
示
し
た
基
本
構
想
を
策

定
し
、こ
れ
と
合
わ
せ
て
各
漁
港

で
関
係
者
が
共
通
認
識
の
も
と

海
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、地

域
の
事
業
計
画
の
策
定
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、ニ
ー
ズ
や
経
済

効
果
の
調
査
費
用
、有
識
者
等

に
よ
る
検
討
会
議
に
必
要
と
な

る
経
費
等
へ
助
成
す
る
ほ
か
、計

画
策
定
の
準
備
段
階
か
ら
県
職

員
も
協
議
に
参
画
し
地
域
の
海

業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
4
地
域
で
説
明
会

　
高
橋
議
員

現
在
、海
業
の

検
討
に
動
き
出
し
て
い
る
県
内

地
域
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

東
京
湾
の
内
湾
、内
房
、外
房
、

銚
子・九
十
九
里
の
４
地
域
で
既

に
海
業
に
つい
て
の
説
明
会
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、館
山
市
、勝
浦
市
で

市
、漁
協
、商
工
会
な
ど
関
係
者

に
よ
る
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、ま

た
検
討
し
て
い
る
市
町
村
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

旭
市
で
も
飯
岡
漁

港
を
核
に
海
業
を
推
進

し
、飯
岡
地
域
の
更
な
る
復
興

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
を

持
って
い
る
が
、現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
地
域
を
始
め
、各
地

域
で
海
業
の
取
組
が
進
み
、本

県
水
産
業
の
発
展
と
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、し
っ
か

り
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。

る
よ
う
要
望
す
る
。

　
旭
市
で
は
、女
性
農
業
者
達

が「
ハ
ー
ト
倶
楽
部
」を
結
成
し
、

ハ
ー
ト
型
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
・

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
是
非
こ
う
し
た
活
動
を
後
押

し
し
、千
葉
県
農
業
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
女
性
の
農
業
参
入

促
進
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
。

輸
出
の
挑
戦
者
へ
の
支
援

　
高
橋
議
員　
昨
年
の
台
湾
へ

の
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
に
始

ま
り
、県
産
農
水
産
物
輸
出
に

積
極
的
な
攻
勢
に
出
て
い
る
と

思
う
が
、輸
出
に
挑
戦
す
る
農

業
者
、漁
業
者
、地
場
の
加
工
業

者
な
ど
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

の
か
。

　
知
事　
県
で
は
、来
年
度
か
ら

新
た
に
、輸
出
の
具
体
的
な
手
続

き
や
流
通
の
仕
組
み
等
に
つい
て

の
説
明
会
を
開
催
し
、更
な
る
展

開
を
目
指
す
参
加
者
に
は
、輸

出
バ
イ
ヤ
ー
と
のマッ
チ
ン
グ
の
場

を
設
け
る
と
と
も
に
、専
門
家
の

相
談・助
言
が
得
ら
れ
る
体
制
を

整
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
は
全
国
屈
指
の
農
林
水

産
県
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、成
田

空
港
や
輸
出
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能

を
備
え
た
成
田
市
場
を
有
し
て

輸
出
に
大
き
な
優
位
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
生
産
者
等
を
積
極
的
に
支

援
す
る
な
ど
更
な
る
輸
出
促
進

を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

一
般
的
に
輸
出
へ
の

取
組
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
印
象
が
あ
る
が
、ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
べ
る
機
会
の
創
出
は
大
切
だ
。

バ
イ
ヤ
ー
と
の
マッ
チ
ン
グ
ま
で

支
援
す
る
と
の
こ
と
で
好
事
例

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、県
産
の
農
水
産
物
や

加
工
品
に
は
、輸
出
に
適
し
て

い
る
が
生
産
者
や
加
工
業
者
が

そ
の
可
能
性
に
気
づ
い
て
い
な

い
場
合
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

県
と
し
て
積
極
的
に
発
掘
す
る

姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

要望

要望

要望

匝
瑳
市
旭
市
間
の

第
３
期
は
、延
長
13
㎞

と
距
離
が
長
く
、民
間
の
手
法

に
よ
り
事
業
が
加
速
さ
れ
る
事

を
期
待
す
る
。ま
た
こ
の
分
野

で
も
人
手
不
足
と
い
い
、令
和

６
年
度
か
ら
事
業
監
理
業
務
の

導
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
お
願
い
す
る
。

　
清
滝
バ
イ
パ
ス
の
現
況

　
高
橋
議
員　
県
道
銚
子
海

上
線
清
滝
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状

況
と
、整
備
効
果
は
ど
う
か

　
県
土
整
備
部
長　
県
道
銚

子
海
上
線
は
、旭
市
岩
井
か
ら

清
滝
ま
で
の
２・４
㎞
区
間
に
つい

て
、ト
ン
ネ
ル
を
含
む
バ
イ
パ
ス

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
舗
装
工
事
が
終

わ
り
、区
画
線
な
ど
の
安
全
施
設

の
設
置
を
行
って
お
り
、３
月
13

日
の
開
通
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
清
滝
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に

よ
り
、交
通
の
円
滑
化
や
歩
行

者
の
安
全
性
向
上
が
図
ら
れ
、

更
に
利
根
か
も
め
大
橋
と
東
総

広
域
農
道
と
を
接
続
し
て
茨
城

県
と
の
物
流
改
善
等
、広
域
連

携
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
東
総
地
域
の
農
業
へ
の
効
果

　
高
橋
議
員　
清
滝
バ
イ
パ
ス

等
の
開
通
に
よ
る
、東
総
地
域

の
農
業
へ
の
効
果
を
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
東
総
地

域
で
は
、水
稲
や
園
芸
、畜
産
な

ど
多
様
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、今
回
の
清
滝
バ
イ
パ
ス
等

の
整
備
に
よって
物
流
の
効
率
化

が
図
ら
れ
、新
鮮
な
農
産
物
の

安
定
供
給
が
可
能
と
な
る
と
と

も
に
、輸
送
の
円
滑
化
に
伴
う

荷
傷
み
の
軽
減
等
に
よ
り
、東
総

地
域
に
お
け
る
農
業
の
更
な
る

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

を
推
進
す
る
た
め
、ど
う
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

農
業
経
営
に
女
性
が
主
体
的
に

参
画
で
き
る
よ
う
、生
産
技
術

や
経
営
管
理
の
向
上
を
図
る
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
や
産
地
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
女
性

農
業
者
を
育
成
す
る
た
め
、令

　
高
橋
議
員　
千
葉
県
の
農
業

就
業
人
口
の
実
に
48
％
を
女
性

が
占
め
て
い
る
が
、そ
の
声
が
十

分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
の
が
実
情
だ
。

　

県
で
は
、多
様
性
条
例
を
制

定
し
た
が
、県
農
業
の
持
続
的

発
展
の
た
め
に
も
、女
性
の
視
点

を
活
か
す
環
境
作
り
が
必
要
で

あ
る
。そ
こ
で
伺
う
。

女
性
農
業
者
の
活
躍
推
進

銚
子
連
絡
道
路
の
進
捗
状
況

　
高
橋
議
員　
千
葉
県
経
済

圏
の
確
立
に
重
要
な
役
割
を
持

つ
道
路
と
し
て
銚
子
連
絡
道
路

に
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。横

芝
匝
瑳
間
の
工
事
も
終
盤
と
の

こ
と
だ
が
、進
捗
状
況
は
ど
う

か
。
　
県
土
整
備
部
長　
銚
子
連

銚
子
連
絡
道
路
５
㎞

農
業
女
性
の
活
躍
支
援
を

県
産
農
水
産
物
の
輸
出
拡
大
へ

相
次
い
で
開
通
へ

県
道
清
滝
バ
イ
パ
ス

要望


